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明
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農
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衆
浴
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て問問
町
長
の
令
和
5
年
度
の
執
行

方
針
の
中
で
、「
公
衆
浴
場
を

要
す
る
公
共
施
設
と
の
複
合
的

機
能
を
備
え
た
施
設
整
備
機
能

に
つ
い
て
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討
を
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め
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あ
る
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

も
の
か
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町
長

具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
町
民
の
皆
様
の
利
便
性

の
向
上
に
つ
な
が
る
保
健
及
び

福
祉
に
係
る
総
合
窓
口
な
ど
の

福
祉
機
能
や
患
者
輸
送
車
両
の

待
合
所
な
ど
の
地
域
交
通
機
能
、

多
世
代
交
流
や
地
域
交
流
が
可

能
な
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
、
更
新

の
検
討
を
要
す
る
公
衆
浴
場
な

ど
の
憩
い
、
集
い
の
場
と
し
て

の
機
能
や
情
報
発
信
、
特
産
品

販
売
な
ど
の
観
光
機
能
、
避
難

所
、
備
蓄
品
保
管
庫
な
ど
の
防

災
機
能
を
兼
ね
備
え
た
町
の
拠

点
の
整
備
に
向
け
て
、
今
年
度

は
第
一
段
階
の
基
本
構
想
の
策

定
を
進
め
る
。

問問
検
討
の
進
捗
状
況
は
。

町
長

多
岐
に
渡
る
機
能
を
持

っ
た
施
設
整
備
な
の
で
、
昨
年

度
よ
り
、
役
場
関
係
部
署
に
お

い
て
横
断
的
協
議
に
よ
り
、
構

想
の
方
向
性
を
ま
と
め
、
2
月

に
常
任
委
員
会
で
説
明
し
た
。

現
在
は
、
示
し
た
方
向
性
に
対

す
る
意
見
等
を
踏
ま
え
、
今
月

中
に
基
本
構
想
案
の
ま
と
め
作

業
を
行
っ
て
い
る
。
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町
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衆
浴
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に
つ
い
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・
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施
設
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連
に
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い
て

政
治
姿
勢
に
つ
い
て
伺
う
。

　
３
期
目
当
選
直
後
の
、
12
月

定
例
会
の
一
般
質
問
の
答
弁
で
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回
あ
ま
り
文
章
が
長
か
っ

た
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で
５
０
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て
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は
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長

深
地
層
研
究
施
設
に
対

す
る
姿
勢
は
私
が
議
長
時
代
含

め
長
年
、
関
係
機
関
へ
の
要
請
、

要
望
を
し
て
お
り
、
答
弁
の
際

は
、
言
葉
が
足
り
な
か
っ
た
。

　
深
度
５
０
０
ｍ
坑
道
の
研
究

の
必
要
性
や
整
備
工
程
の
確
認
、

実
施
に
向
け
、
行
政
報
告
や
広

報
誌
等
を
通
じ
、
町
民
皆
様
に

周
知
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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町
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に
還
元
さ
れ
て
い
る
８

千
１
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円
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今
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か
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す
る
考
え

は
。

町
長

国
が
定
め
る
交
付
規
則

に
基
づ
き
、
原
子
力
関
連
施
設

の
現
状
等
に
応
じ
て
、
基
本
単

価
が
算
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
増
額
は
要
望
し
な
い
。

問
「
問
「
三
者
協
定
を
順
守
し
て
ま

い
り
ま
す
」
と
言
っ
て
い
る
が

最
終
処
分
場
、
中
間
貯
蔵
施
設

へ
の
転
用
を
し
な
い
と
明
言
し

て
く
だ
さ
い
。

町
長

三
者
協
定
は
処
分
場
や

中
間
貯
蔵
施
設
に
し
な
い
こ
と

を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

を
尊
守
す
る
考
え
に
変
わ
り
は

な
い
。

問問
埋
め
戻
し
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。
議
論
す
る
時
期

だ
と
思
う
が
。

会
す
る
「
天
塩
の
國
会
議
」
の

場
に
お
い
て
、
国
道
２
３
２
号

線
は
沿
線
住
民
に
と
っ
て
「
命

の
道
路
」
で
あ
る
認
識
の
も
と
、

各
関
係
機
関
へ
強
靭
化
対
策
の

早
期
実
行
に
つ
い
て
要
望
・
要

請
活
動
を
行
う
。

町
長

第
3
期
及
び
第
4
期
中

長
期
目
標
期
間
を
目
途
に
取
り

組
む
。
そ
の
上
で
、
国
内
外
の

技
術
動
向
を
踏
ま
え
、
地
層
処

分
の
技
術
基
盤
の
整
備
完
了
が

確
認
で
き
れ
ば
、
埋
め
戻
し
を

行
う
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

｜ほろのべの窓｜｜ほろのべの窓｜20232023  8月号  …　10 …　10


